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Flucloxacillinに よる耳 鼻咽 喉科感 染症 の治療成績

三辺武右衛門 ・村上温子・西晦恵子

関東逓信病院耳鼻咽喉科

徐 慶一郎

関東逓信病院臨床検査科

Lは じ め に

Fluc1oxacillin(methylchloro且uerophenylisoxa-

zolylpenicillinはBeecham研 究 所 に おい て合 成 さ

れ たPenicillinで,化 学的 にはDicloxacillinに 類似 し

てい る。 その構 造 式 は 図1の よ うで あ り,本 剤 は耐 性 ブ

騨ヌ螺面
タ

図1Fluclexacillinの 化 学 構 造

鴫 欝=』.這 華 窃 ま

ドウ球 菌 を含 む グ ラム陽 性 球菌 に強 い抗 菌 力 を 示 してい

る1)。 本剤 の特徴 は この 系統 の合 成Penicillinに 比 して

高 い血 中濃 度 が得 られ るこ とに あ る とい われ て い る2)。

II.Fincloxacillinの209P株 に 対す る

増殖 阻止 作用

FlucloxacillinのStaPh・afsretis209P株 に 対す る

増殖 阻 止 作 用 をBiobhotometer3)(Jouan)を 用 いた

増 殖 曲線 か ら検 討 した。209株 の菌量 は105に 相 当す る

ものを 用 いた 。

1)Flucloxacillinの 試 験 管 内増殖 阻止 作 用

増 殖 曲線 で 対 数期 に 入 つ た209P株 の ブイ ヨソ培 養
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に,Flucloxacillinを その最終濃度が10,2・5,0・63,

o.16,0.04mcg/mlに なるよ うに各キュベ ッ トに添加

す ると,10,2.5,e.63mcg!mlで は増殖曲線の上昇が

完全に阻止 され,0.16mcg/m1で は増殖 曲線の上昇が

阻止 され るが,一 定期間後再上昇す るこ とが 認 め られ

た。o.04mcg/m1で は対照曲線 との間に差異が認めら

れなかつた(図2)。

2)Flucloxacillin投 与後の血清の209P株 増殖阻

止効果

Flucloxacillin25emg内 服後30分,1,3,6時 間後

の血清を採取 し,こ れを10倍 に稀釈 して209P株 の増

殖阻止作用を検討 した。1時 間後の血清で最もよ く,つ

いで3時 間の1血清で増殖曲線の上昇を阻止 したが,一 定

時間後に再上 昇す るのが認め られた。30分,6時 間後の

血清では,増 殖阻止作用は認 められなかつた(図3)。

この試験成績か ら,250mg内 服後の血中濃度 のピー・

クは1時 間にあることが認 められ る。

1猛 臨 床 成 績

耳 鼻、咽 喉科 感 染症 にFlucloxacillinに よる治 療 を行

なつた。治療対象は昭和43年7月 か ら9月 までの3ヵ 月

間における患者につい て行ない,治 療経過を観察した。

投与法:

成人は1日 量750mg,小 児では250～500mgを2

～3回 に分けて投与 したe治 療効果の判定は投与4日 以

内に治癒 した ものを著効,治 癒に4旧 以上を要 したもの

お よび軽快 した ものは有効,無 効の3段 階に分けて行な

つた。

1.化 膿性中耳炎に対する治療成績

急性症17例,慢 性症3例 の20例 に治i療を行ない,著 効

8例,有 効9例,無 効4例 の成績であつた(表1)。 次

に症例 を例示す る。

症例1志 0才 男 両急性化膿性中耳炎

現病歴:9月 上旬,風 邪をひ き両耳の難聴 を訴え,9

月7日 に来院 した(図4)。

現症:体 格大,栄 養 良好,体 温37.6℃ 。両鼓膜は発赤

腫脹著明であつた。両 鼓膜 の切開を行 ない,多 量の耳漏

の流出をみ,耳 漏か らは肺炎球菌 とグラム陽性桿菌が検

出された。肺炎球菌に対する感 性 はSulf-.PC督,

SM-,CP十,KM-.TC十 ト,EM十,CL-,

表1MFI-PCに よる化膿性中耳炎の治療 成績

症 例 年 令 性 診 断 名 起 炎 菌
C
性
P
感

投 与 法

1日 量 総 量日 数
(mg)(9)

果効
副
作
用
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CER骨,LCM丹,SP十,GM十,グ ラム 陽 性 桿 菌

に対 す る感 性 はSulf-.PC十,SM昔,CP十1,K

M十1-,TC十},EMl十,CL-.CER十,LCM十},

SPM十,GM十 で あっ た 。

治療 経過:9月7日 か ら1日 量750mg3目 間 の投 与

暦

病

暦 日

病 日

℃
39

38

37

を行 ない,耳 漏は著 しく減少 した の で,500血9に 減量

して4日 問投与 し,総 量4.259に て鼓室は乾燥 し治癒

す るにいたつた。

その後,聴 力は正常に復 し,聴 力 に異常 は認め られな

かつたo

戴黒半し定:=有i効と判定 したo

症例2中 才 女 両急性化

膿性中耳炎

現病歴:9月 初旬風邪 をひ き高熱を

発 し,両 側の耳痛 と難聴 を訴えて9月

13昧 院 した(図5)・

現 症:体 格 中,栄 養 良好,体 温

39。9℃ 。 両 鼓膜 は強 く発赤 腫 脹 し,中

等 度 の難 聴 が 見 られ た。

治 療経 過:両 鼓膜 切 開 を行 ない,耳

漏 か ら はStreψtOCOCCUS(β)が 検 出

され,そ の感 性 はSulf-,PC十,

SM-,CP十,KM-,TC十,

EM十,CL-,CER十 で あ つた。

テ トラサイク リン系抗生剤1瞳500

36

図5中 験 女 両急性化穰性中耳炎

mgを4日 聞投 与 した が,解 熱 の傾 向

が 見 られ ない の で,17日 か ら本 剤 を2

日量2501且9投 与 した と ころ,翌18日

には36℃ 台 に解 熱 を み,耳 漏 も著 し

く減 少 して,1日250mg8日 間,総

量29の 投 与 にて治 癒 し,本 剤 にて著

効 を 収 め る こ とが で きた。

効 果 判 定:有 効 と判 定 した。

表2MFI-PCに よるその他の耳鼻咽喉科感染症の治療成績
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2.そ の他の感染症に対する治療成績(表2)

その他の耳鼻咽喉科感染症10例(耳 癬2例,鼻 癌2例,

腺窩性扁桃炎5例,顎 下淋 巴腺炎1例)で は著効7例,

有効3例 であつた。

3.副 作用

耳鼻咽喉科感染症30例 に対するFlucloxaci11inの 治

療 において,ア レルギー症状,聴 力障害な どの副作用は

まつた く認められなかつた。

結 語

1)FlucloxacillinのStaPh.aureus209P株 に 対

す る増殖阻止作用をBiophetometer(Jouan)に より

検討 した。2。5,0。63mcg/m1で は 増 殖 が まつた く阻

止され,o・16mcglmlで は増殖の阻止は完全 で は なか

つた。また,250mg投 与後1時 間の血清で最 もよく,つ

いで3時 間後の血清で増殖を阻止するのが認められた。

2)250mg内 服後 の血中濃度の ピークは1時 間にあ

ることが認め られた。

3)耳 鼻咽喉科感染症30例 に使用 して,著効14例(46.7

%),有 効12例(40.0%),無 効4例(13。3%)で,有 効

率は86.7%で あつた(表3)。

表3MFI-PCに よる耳鼻咽喉科感染症 の

治療成績

症 '例 著 効

急性17中 耳 炎

慢性3

獅4

扁 桃 炎5
鵯

淋 巴 腺 炎1'

6

1

3

4

0

計30
14

46.7%

有 効 ・

8

1

1

ユ

1

12
40.0%

無'効

3

1

0

0

0

4

13.30/。

4)本 剤の使用に よる副作用は全然 認 め られ なかつ

た。
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RESULTS OF FLUCLOXACILLIN TREATMENT OF VARIOUS 

   INFECTIONS IN  OTORHINOLARYNGOLOGIC FIELD

            BUEMON SANBE & ATSUKO  MURAKAMI• 

Department of Otorhinolaryngology, Kanto Telecommunication Hospital 

 KEIICHIRO  JO 

Department of Clinical Laboratories, Kanto Telecommunication Hospital

 The clinical application of  flucloxacillin, a new semi-synthetic penicillin, was made in  various infec-

tions in otorhinolaryngologic field. 
 1. Thirty patients of various infections were treated with  flucloxacitin by oral route and the result 

was obtained as follows; remarkably effective in 14 patients  (46.  7%), moderately effective in  12. 

patients  (40.  0%), and  ineffective in 4 patients  (13.  3%). 
 2. Any side effect was not observed in all patients.




